









じめて報告された。以後、潜在性骨空洞（嚢胞）　latent bone cavity （cyst）、特発性骨空
洞　idiopathic bone cavity、development bone defect などの名称で諸外国では数多く報





















































































過 半 数 が40～50歳 で、10歳 以 下 の 例 は な い と い わ れ て い る（Uemura et al.,1976）。
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